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第 ９ 回　　（平成29年７月26日）

協　議 
１）第 39 回産業保健活動推進全国会議の参加

について

　　　参加について担当理事に一任することに

なった。

２）委員会構成について

　　　案のとおり各種委員会を構成することに

なり、委員に委嘱書を送付することになっ

た。

３）富山市医師会との情報交換会の提出議題に

ついて

　　　11 月 16 日（木）ＡＮＡクラウンプラザ

で開催。高岡市医師会から「急患医療セ

ンターシステム」について議題提出する

ことになった。

４）富山県医師会各種委員会委員の推薦について

　　　次の先生を推薦することになった。

５）高岡市医師会報にメーカー講演会の開催

案内掲載について

　　　医師会が共催及び後援する講演会につ

いては、広告としてわかるように掲載

することになった。　　　

６）市政に対する要望について

　　　８月７日（月）まで各担当の部分を要

望してもらうことになった。

７）高岡市医師会ホームページについて

　　　一部訂正して、仕上がり次第今までの

ホームページを更新することになった。

　　同時に会員のページにはいる為、全会員

にユーザ名とパスワードを送付するこ

とになった。

報　告
 諸会議報告

７／９　在宅医療市民公開シンポジウム　　

　　　　294 名参加

７／20　高岡市ＤＶ対策関係機関連絡会

宇野内科医院　 宇　野　義　知

「 ボラボラ島の景観 」
タヒチ島から北西に約260kmに位置するボラボラ島は、数多くあるフレンチ・ポリネシアの島々の

中でも、特にその美しさは優れていて、珊瑚礁に囲まれた海の色調は変化に富み、恐らく世界でも

有数の美しいエメラルド・グリーン、コバルト・ブルーを呈し、幻想的な、此の世のものとは思えない

感覚に浸らせてくれるものだった。又、海の中に造られたコテージは周囲の景観によくマッチしていて、

新婚さん達には人気抜群とのことだった。まさに南太平洋の眞珠、地上最後の楽園と形容される

にふさわしい風景だ。

社会保険委員会 白崎　文朗先生

乳幼児・学校保健委員会 市村　昇悦先生

産業保健・健康スポーツ委員会 杉森　成実先生

学術・生涯教育委員会 遠山　一喜先生

救急医療委員会 泉　　祥子先生

広報委員会 山岸　孝広先生

在宅・福祉・介護委員会 吉田耕司郎先生

男女共同参画委員会 宮崎あゆみ先生

特定健診・がん検診委員会 酒井　　成先生

学校心臓検診委員会 宮崎あゆみ先生
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（済生会高岡病院）

当院の産婦人科の紹介です

産婦人科　　吉本　英生

2007 年の 11 月に私は当院に赴任して来ま

したので、来月 10 月末で在職が丸 10 年にな

ります。白髪が増えたり、割れていた腹筋が

脂肪に覆われたりと肉体的な変化ばかりに目

が行ってしまいますが、当時小学生だった息

子が大学生へと成長したように、私にも何ら

かの成長があったのか……手前味噌ではあり

ますが少し振り返ってみたいと思います。

この 10 年間の中で最大の思い出となる出

来事は、2014 年４月から 2017 年３月までの

産婦人科常勤医１人体制です。大学の人手不

足を理由に、それまで継続していた大学から

の後輩医師の派遣が打ち切られました。大学

からの提案は週に１回の当直と月に１度の週

末日当直の応援です。正直病院を去ることも

考えましたが、一度産婦人科を閉めた総合病

院のその後の流れは容易に想像できます。分

娩を止めようか、手術を止めようか、分娩

数を制限しようか、どうすれば当院に産婦

人科を存続できるか考えを巡らせましたが、

そのとき私の中で輝いた言葉が「Say Yes to 

Everything.」という座右の銘の一つです。諦

める理由を考えるより、まずは出来る限りの

ことを実行してみようと考え、今まで通りの

業務を行っていくことにしました。当初はス

トレスで潰れそうになりましたが、支えてい

ただいたのは先輩方でした。以前よりオープ

ンベッドで連携していた砺波で開業している

先生は、私が不在時の緊急コールを手伝って

くださいました。定年を迎えた福井の総合病

院の先生は、遠路はるばる外来を手伝いに来

てくださいました。以前からお世話になって

いた自院を閉院された先生も外来を手伝いに

来てくださるようになりました。先輩方の力

をお借りするという発想は自分の中に全くあ

りませんでしたが、人手不足と高齢化が問題

の産婦人科業界において、ひとつのモデルケー

スになるのではないかとすら思いました。そ

の後、大学からの応援の回数も増え、都心部

から大学病院勤務の同期の先生が週末のお手

伝いに来てくださったりするようになり、何

とか苦難の時期を乗り越えることができまし

た。

そして今年 2017 年の４月から、ついに常勤

医２人体制に戻りました。優秀な後輩が来て

くれましたし、大学からの手術や当直の応援

も継続してもらっていますので、私自身の負

担は大きく軽減しました。先輩医師の外来応

援も続いており、その温もりに改めて感謝し

ながら気付いたのは、後輩常勤医も含め応援

に来てくれている大学からの医師達がちょう

ど 10 年前の私と同じ世代ということ。今まで

は「私の応援に来ている後輩」と思っていま

したが、いつの間にか皆立派な医師に成長し

ていました。そんな彼らに私が出来ること、

自分が先輩方に助けられたように温かく見守

ることなのかと思い、色々なことを彼らに任

せるようにしました。一例を挙げると最近の

手術では私は第２助手だったり、手も洗わず

外から見ているだけだったりしています。こ

んな経験から彼らが大きく育ってくれたら嬉

しいなと思いながら……。

さて最後に当科の紹介を少ししますが、現

在では日中はほぼ３人体制のようになってい

ます。午後からの紹介にも十分対応可能です

ので、産婦人科症例でお困りのときはご一報

いただければと思います。
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第３回市民公開シンポジウム「看取りを考え

よう！～最期は家で迎えたい～」を高岡市医師

会在宅医療支援センター主催で、７月９日（日）

午後１：30～３：00にイオンモール高岡　イオン

ホールにて開催されました。

今回の内容は、第一部として寸劇「最期は家

で迎えたい」、第二部としてシンポジウム「看取

りについて考えよう」でした。今回の「看取り」

というテーマは私達医療者にとっては今までよ

り一歩踏み込んだものでした。一方、市民にとってあまり積極的には考えたくない重いテーマであ

るため集客が難しいかもしれないと思っておりましたが、結果的には参加者294人と盛況な会とな

りました。

最初に藤田医師会長が開会の挨拶を行い、髙橋正樹高岡市長から来賓の挨拶を頂きました。司会

は在宅医療支援担当理事の林で始まりました。

第一部	 寸劇「最期は家で迎えたい」
妻、長男夫婦、孫と同居している肺癌の85歳、男性が主人

公です。肺癌末期で入院中の場面から始まりました。主人

公は、以前から我が家で人生の最期を迎えたいと希望して

おりました。本人の希望を叶えるために多職種による退院

時共同カンファレンスが開催され、ようやく念願の自宅へ

戻ることになりました。定期的に訪問診療、訪問看護など

を受けながら比較的安定した療養生活を送っていました。何かあれば在宅医または訪問看護師へ連

絡するようにと本人、家族へは十分に説明していましたが…。

ある日の朝、心肺停止状態で妻に発見されます。家族が慌てて救急車を要請してしまいました。

駆けつけた救急隊は死亡してから時間が経っているため、救急搬送せずに警察へ連絡しました。自

宅を訪れた警察官から事件性があるのではないかと疑われ、事情聴取のため第一発見者の妻は警察

署への同行を求められてしまいました。かなり大変な状況になったため、ここで一旦寸劇をストップ！

時間を巻き戻すことになりました。

退院後３か月が経った頃、在宅医の訪問診療の場面から再スタート。徐々に状態が悪化し、食事

量も減少してきました。在宅医からかなり状態が悪化してきたため、万が一呼吸が止まっていても

慌てて救急車を呼ばず、医師または看護師へ連絡するように家族へ説明しました。

そんなある日、主人公は辛そうな呼吸をしながら庭の紫陽花を見たいと言います。息子と孫が部

屋を訪れ、紫陽花を見ながら主人公の大好きなお酒を皆で飲んでいました。ふと主人公に目をやる

と呼吸が止まっていることに妻が気づきました。今度は慌てずに言われていたとおりに在宅医へ連

絡したはすでしたが…。なんと在宅医よりも先に家族が葬儀屋へ連絡してしまい、葬儀屋さんが先

に来てしまいました。その後、遅れてやって来た在宅医は死亡確認し、家族から最期の状況を聞き

取り死亡診断書を作成。穏やかな在宅での看取りができたというあらすじです。

ԗჵୈ૵આछျ̜　林　　智　彦ޤ٣

市民公開シンポジウム
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第二部	シンポジウム「看取りについて考えよう」
シンポジストとして在宅医、訪問看護師、ケアマネジャー、

救急隊の各職種の代表者が登壇し、総合司会に引き続き在

宅医療支援担当理事の林の司会で行われました。

・ 在宅医療開始となった当初は在宅での看取りを希望して

いた患者でも、救急要請をしてしまう症例は少なからず

あるようでした。例えば、胃癌末期で療養中に痛みなどの症状が出現し自分で救急車を要請した

症例や、急変があり得る状況で退院した患者が退院当日に亡くなられました。十分に家族へは説

明されていましたが、寸劇のように慌てた家族が救急車を要請してしまい検死となった症例など

シンポジストが経験した症例を紹介して頂きました。

また、実際に現場に駆けつける救急隊から話して頂きま

した。救急要請があり現場へ行くと既に心肺停止状態の患

者に遭遇することは多いようです。救急隊としては救命の

ために全力を尽くすという使命がある以上、基本的には救

急搬送するようです。しかし、死後硬直や死斑など死亡し

てから時間が経過している場合や蘇生拒否（DNAR）の意思が

書面で明確に確認でき、さらに主治医に確認できた場合に

限り搬送しないと判断できるようです。また、現場ではキーワード方式という方法が用いられてい

るようで、「呼吸していない」「意識がない」などの情報があると場合によってはドクターヘリやドク

タカーが出動することがあるため、在宅での穏やかな看取りを希望されている場合には注意が必要

とのことでした。

・ 一方、穏やかな在宅で看取りをするためには、以下の条件が必要ではないかとシンポジスから指

摘がありました。

① 前提として本人が在宅看取りを希望していること

② 家族に本人の希望を叶えてやりたいという強い意思があること

③ 365 日 24 時間対応してくれて、さらに迅速に対応できる訪問看護師の存在があること

④ 信頼できる医師がいること

⑤ 予想される事象に対する十分な説明がなされていること

最後に、癌や慢性疾患の終末期は突然に死に

至る訳ではなく、病気が判明してからある程度

の期間を経て終末期を迎えるので、その間に本

人や家族、医療・介護の関係者など多くの方々と

十分にコミュニケーションを取ることが重要で

あること、また医療者側も患者や家族には気持

ちの揺らぎがあることを踏まえ、継続的にコミュ

ニケーションを取り意思決定を支援していくこ

とが重要であるという結論となりました。

最後に成瀬副会長に閉会のご挨拶を頂き、閉会となりました。
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高岡市医師会各種委員会委員名簿 ʢ೚ظɿ̝ 29�6�23ʙ̝31�6月ఆ࣌૯ձऴྃʣ

஍Ҭอ݈
ʢප਍࿈ܞɾಛఆ݈਍ʣ� ͕Μݕ਍ ೕ༮ߍֶࣇอ݈
˔　　੒੉　ོྙ ˔　　੒੉　ོྙ ˔˞˚　੒੉　ོྙ
˕　　ञҪ　　੒� ޺ޫ　ాࣉ　　˕ ଜ　ঢӻࢢ　˚˞˕
˓　　ງ　　জ޺� ң͕Μ ഏ͕Μ ΏΈ࡚͋ٶ　˚˞˓
ʢްʣङ໺　ዳ඙� ˓　　ຽ໺　　ۉ ˓　　ງ　　জ޺ খࣇੜ׆ɾೕ༮ࣇ ৺ଁݕ਍

ന࡚　จ࿕� ্໺　Ұ෉ ஑ా　ࡾݠ ʢ;ʣੴଟ　　ໜ ੨໦ߒҰ࿠
୸୩　఩ೋ� ໦୩　　ዜ େ܂　　ਔ ˞˚　　Ԯ໺ઍ௽ࢠ ʢްʣ্ ੎ܟҰ࿠
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ྛ　　ஐ඙� ʢࡁʣ࡚ࣉ　ఓҰ ਗ਼ਫ　๜๕ ొ࣍　ഢࠤ ሟా　　ໜ
ฏ໺　　੣� ʢࢢʣத୩　ರࢠ ʢࡁʣকੵ　ࢠߒ ؘ　　ጭೋ ʢ໊̔ʣ

ʢ;ʣװ　࡚ٶ໵ ʢްʣ੢ా　ହ೭ ਿ৿　੒࣮ ཱ࿘　ਅඒ
�࿠࢘ߞ٢ా ʢ;ʣ࿇ຊ　༞࢙ फ࢘ܓ　ݰ தଜ　อࢠ

ʢࡁʣ٢ా　　ప� ྛ　　ஐ඙ ʢࢢʣࢁࣉ　　ঢ ʢࢢʣฏඌ　௚ٱ
ʢ13໊ʣ�� ฏ໺　　੣ ʢްʣງ஍　　ఌ ˞ ʢ̊ࡁʣ෵ᖒ　ཽ໵　

ʢ;ʣװ　࡚ٶ໵ ʢ;ʣװ　࡚ٶ໵ ࢚ٱ　ࠊٶ　　　˞
৿　　อ人 ʢ14໊ʣ ˞˚　　࿨ా　௚थ
৿ా　ୡࢤ ʢ15໊ʣ

ʢ16໊ʣ ˞�খࣇੜ׆श׳පখҕһձ
ʢ໊̕ʣ

˚�ೕ༮ࣇอ݈খҕһձ
ʢ໊̔ʣ

医　　会 臨床検査 救急医療・
急患医療センター 会員・従業員福祉 在宅医療支援

●　　宮島　久仁 ●　　成瀬　隆倫 ●※△宮島　久仁 ●　　金粕　浩一 ●　　成瀬　隆倫
◎　　石黒　信治 ◎　　白崎　文朗 ◎※△泉　　祥子 ◎　　米脇　克哉 ◎　　林　　智彦
○　　米脇　克哉 ○　　杉森　尚美 ○※△髙田　裕恭 ○　　山岸　孝広 ○　　宇野　立人
（ふ）石多　　茂 小栗　絢子 ※　　佐伯　次登 東　　　貢 ○　　山岸　孝広

石橋　陽二 齊藤奈津子 ※△　市村　昇悦 安部　英樹 井川　晃彦
小栗　絢子 （ふ）篠田　千恵 ※　　白崎　文朗 （ふ）石多　　茂 稲尾　杏子
笠島　　學 髙田　裕恭 ※△　杉森　成実 大桑　　仁 酒井　　成
髙田　裕恭 谷口　　滋 （市）瀧　　康則 （７名） 炭谷　哲二
谷口　　滋 平野　　誠 （済）寺崎　禎一 宗玄　圭司
吉田耕司郎 福田　宏治 ※　　成瀬　隆倫 民野　　均

（10名） 寳田　　茂 ※　　山岸　孝広 土肥　善郎
（11名） ※　　吉田耕司郎 平野　　誠

（厚）吉田　昌弘 寳田　　茂
※　　米脇　克哉 （13名）
（ふ）和田　　攻
（15名）

※急患医療センター
管理運営委員会
（11名）

△急患医療センター
管理運営小委員会
（５名）

●：担当副会長	◎：担当理事	 ○：副担当
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学術生涯教育 産業保健・
健康スポーツ 広　　報 ＩＴ 勤　務　医

●　　金粕　浩一 ●※　宮島　久仁 ●　　成瀬　隆倫 ●　　成瀬　隆倫 ●　　金粕　浩一
◎　　遠山　一喜 ◎※　杉森　成実 ◎　　山岸　孝広 ◎　　宇野　立人 ◎　　宮崎　幹也
○　　酒井　　成 ○※　上田　芳彦 ○　　宇野　立人 ○　　山岸　孝広 ○　　蜂谷　春雄

炭谷　哲二 東　　　貢 東　　　貢 （厚）東　　　滋 青木浩一郎
竹越　國夫 北野　隆利 安部　英樹 今田　光一 太田　正之
谷口　　滋 齊藤　周子 金子　敏行 （済）金粕　浩一 佐藤根敏彦

（済）寺崎　禎一 髙田　裕恭 久賀　秀樹 白崎　文朗 （厚）寺田　光宏
（厚）寺田　光宏 坪田　　聡 杉森　尚美 谷口　　滋 能澤　　孝

長谷田祐一 林　　治朗 芹原　清志 林　　智彦 （８名）
深島　丘也 山岸　孝広 林　　智彦 （市）平田　昌義

（ふ）宮崎　幹也 （10名） （ふ）宮崎あゆみ （10名）
（11名） （11名）

※小委員会（３名）

介護保険・訪問看護 医療安全・感染症対策 社会保険 総　　務
●※　成瀬　隆倫 ●　　宮島　久仁 ●　　宮島　久仁 ●　　成瀬　隆倫
◎※　吉田耕司郎 ◎　　髙田　裕恭 ◎　　白崎　文朗 ◎　　成瀬　隆倫
○※　宇野　立人 ○　　泉　　祥子 五十 　豊 ○　　泉　　祥子
○※　酒井　　成 （厚）狩野　惠彦 笠島　　眞 （済）金粕　浩一
○※　杉森　成実 （ふ）篠田　千恵 （４名） 白崎　文朗

石黒　信治 市村　昇悦 宮島　久仁
上田　芳彦 白崎　文朗 吉田耕司郎
小関　支郎 炭谷　哲二 （６名）
清水　邦芳 福田　宏治
白崎　弘恵 （済）淵澤　竜也
宗玄　圭司 吉田耕司郎
高堂　松平 （市）渡辺　　彰
民野　　均 （12名）

※　　林　　智彦
蓑　　毅峰
矢後　知規

（16名）

※小委員会（６名）
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高岡市医師会
「認知症高齢者の運転免許更新等に関する診断書について」の説明会

̿឴ί᪙ˁᜪץᅆ឴આछျ̜　吉田　耕司郎

平成29年７月21日（金曜）午後７時30分から　　　高岡市医師会にて

講演 「認知症高齢者の運転免許更新等に関する診断書について」

講師 富山県医師会　理事　　渡辺　多恵　先生

出席 富山県警察本部交通部運転免許センター

 　　　　　免許講習課　（長澤課長、新田係長、大西係長）

認知症高齢者の運転免許更新に関する診断書の作成に関しては本年３月の県医師会からの通知（別

添資料）にあるように県内の公的病院では一部の病院を除いて受け入れているようです。

下記は高岡市内の公的４病院に受診者を紹介するときの手順、留意点についての調査です。参考

にしてください。

かかりつけ医から病院に紹介をする際の手順についてのアンケート
ᯚࠥࢍԗ࢙͢ǽࢲ਽ ࢳ29 7ఌ 21ஓ

ຽපӃࢢԬߴ ްੜ࿈ߴԬපӃ ԬපӃߴੜձࡁ +$)0
Ԭ;͖͠පӃߴ

ೝ஌঱ྸߴ者ͷӡస໔ߋڐ
৽ʹؔ͢Δ਍அॻ࡞੒ͷ঺
հΛड͚ೖΕ͍ͯ·͔͢ɻ

͸͍ ͸͍ ͸͍ ͸͍

ਃ͠ࠐΈ΍໰͍߹Θͤ૭ޱ
͸Ͳ͜ʹͳΓ·͔͢ɻ ஍Ҭҩྍ෦ ಺Պ֎དྷ΋͘͠͸஍

Ҭ࿈ࣨܞ ೴ਆܦ֎Պ֎དྷ ஍Ҭ࿈ࣨܞ

ೝ஌঱ྸߴ者ͷӡస໔ڐʹ
ؔ͢Δ਍அॻͷ঺հͰ͋Δ
͜ͱΛ఻͑ͯ༧໿͢Δඞཁ
͕͋Γ·͔͢ɻ

༧໿͕ඞཁ ༧໿͕ඞཁ ༧໿͕ඞཁ ༧໿͕ඞཁ

঺հঢ়͸Ͳͷ਍ྍՊ͋ͯʹ
ͳΓ·͔͢ɻ ਆܦ಺Պ ૯߹਍ྍՊ ೴ਆܦ֎Պ ෺๨Ε֎དྷ

঺հҩ΁ͷཁ๬΍ཹҙ͢Δ
͜ͱ͕͋Γ·͔͢ɻ

༧໿͕ઌ·Ͱຒ·ͬ
͓ͯΓɺऔΓͮΒ͘
ͳ͍ͬͯΔɻ

༧໿͸Ր༵ޙޕͱ
ͳΓ·͢ɻ
Ո଒ͱདྷӃ͢Δ༷
͝આ໌͍ͩ͘͞ɻ

঺հঢ়͕ඞཁ
༧໿͕ଟ͘ͳ͓ͬͯ
ΓɺऔΓͮΒ͘ͳͬ
͍ͯΔɻ
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「かかりつけ医向け認知症高齢者の運転免許更新に関する
診断書作成の手引き」について

H29年３月に日本医師会は「かかりつけ医向け認知症高齢者の運転免許更新に関する診断書作成

の手引き」を作成しました。県医師会では認知症サポート医に配布しています。この「手引き」は日

本医師会のサイトからダウンロードできます。プリントしたものを県医師会からもらいました。希

望者にさしあげますので市医師会に申し込んでください（50部限定です）。
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●がん検診委員会　平成29年７月25日 担当理事 寺 田 光 宏
副 担 当  民　野　　　均
副 担 当  堀　　　彰　宏

ˁࢲ਽ 9ᴯࢳ ఌGɁፀ౓Ⱦȷȗȹ

６月のがん症例は、胃がん３名（内視鏡）、肺がん２名でした。

胃がん検診 大腸がん
検　　診

前立腺がん
検　　　診

肺がん検診
Ｘ線 内視鏡

受 診 者 １１６名 ７６８名 １，６０７名 １９２名 受 診 者 １，８７８名

異 常 な し ８３名 ４５０名 １，４９３名 １６９名 精 検 不 要 １，７９２名
要 観 察 １４名 ２０７名 再 検 査 ０名
要 精 査 １９名 １１１名 １１４名 ２３名 要 精 検 ８６名
精密検査受診者 １０名 １１１名 ４３名 ７名 精密検査受診者 ６７名
が ん 症 例 ０名 ３名 ０名 ０名 が ん 症 例 ２名
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血液培養の採血について

検査センターだより 担当理事　白崎　文朗

前回の検査センターだよりの「私たちヒトと細菌の関わり」の中で、患者さんご自身が検査材料であ

る「検体」を採取する場合に注意していただきたい事柄について、述べさせていただきました。今回

のテーマは医療従事者の皆様にご注意いただきたいことについてです。

医療従事者の方が検体を採取される場合で特にご注意頂きたいのは､無菌であるものを採取する

場合で、その一例が血液培養の採血です｡

血液培養は準備から全てを完了するまでにいくつかの工程があり､コンタミネーションを起こし

うる箇所が多々あります｡採血時の血液検体コンタミネーションは､偽陽性結果を引き起こし､患

者予後に深刻な影響を及ぼす可能性があります｡偽陽性とは､｢患者の血流中に存在していない細

菌が､検体採取中に培養ボトルに混入し､その中で増殖してしまった｣ことを意味しています｡ コ

ンタミネーションは､患者の皮膚､検体採取に用いた器具､採血者の手､周囲環境といった様々な

場所から起こり得ます｡

そこで血液培養の手順をご紹介致します｡

準備
確実に原因菌を検出するために､血液培養では好気用

(紫)と嫌気用(赤)の２本のボトルを用意します｡

可能であれば採血の10～20分前から病室のドアを閉め､

空調機を止めておきます。用意できれば針刺し事故防止

の為に､  セーフティホルダーを使用する｡

まず､できるだけ患者の採血部位の皮膚を流水と石鹸

で洗浄し､付着生菌数を減らします｡流水洗浄が無理であ

れば清拭を行います｡また､採血手技者はスクラブ剤や石

鹸で流水手洗いを行います｡

消毒
ボトル上部のキャップを外し､検体

刺入部位(ゴム栓)を消毒用アルコー

ルもしくは10％ポピドンヨード液で消

毒します｡

消毒用アルコールで腕の穿刺箇所を

30秒程消毒します｡

10％ポピドンヨード液に浸した滅菌

綿球で腕の穿刺部位を中心に､同心円ないし渦巻き状に広範に塗布し､自然乾燥します(２分以上
放置)｡ポピドンヨード液に過敏な場合はクロルヘキシジンで消毒します｡

ഓཆϘτϧ� ηʔϑςΟϗϧμʔ



15

No.49529.　9高岡市医師会報

採血
採血手技者はアルコール系察式手指消毒で消毒後､滅菌手袋を着用します｡滅菌手袋がない場合

には､素手では行わず､未滅菌の手袋を着用します｡

皮膚消毒後は穿刺予定部位の皮膚を触診しないで下さい｡

静脈より必要量の血液を採血します｡成人患者に対して好気､嫌気両方のボトルを使用する時

は20ml程度採血します｡患者が小児の場合､採血量は患児の体重に応じて決定するのが望まし

い｡(下表参照)

採血後､ボトルに血液を接種する前に､注射針が汚染されないよう注意して下さい｡用意した２

本のボトルに等量の血液を接種します｡各ボトル最大10ml接種します｡(基本的には､注射器内の

空気混入を防ぐために､嫌気ボトルから血液を接種します｡ただし､必要量の血液が採取できなか

った場合､まず好気ボトルから接種します｡これは､菌血症の多くが好気性菌に起因し､病原性酵

母及び偏性好気菌はほぼ例外なく好気ボトルから回収されるためです｡そして､残りの血液を嫌気

ボトルに接種します｡)

終了後､使用した注射筒は廃棄コンテナに廃棄します｡

採血後
ボトルの内容物を静かに混和します｡

採血後のボトルは早めに検査室へ提出して下さい｡

 ※ 穿刺部位には血液が付着しているため､ビニール袋に入れて搬

送します｡ボトルを直に取り扱う際には手袋を着用します｡

（文責　山本　敏統）

（表）小児の血液培養の推奨採血量

患児の体重
(kg)

患児の全血量
(ml)

推奨される培養用採血量
(ml) 培養用の全採血量

(ml)
患児の全血量中

(%)
培養 1セット目 培養 2セット目

≦ 1 50	～	99 2 2 4

1.1	～	2 100	～	200 2 2 4 4

2.1	～	12.7 >200 4 2 6 3

12.8	～	36.3 >800 10 10 20 2.5

>36.3 >2200 20	～	30 20	～	30 40	～	60 1.8	～	2.7
Kellogg et al. Frequency of low-level bacteremia in children from birth to fifteen years of age. 
J clin microbial. 2000;38:2181-2185.より引用
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実　施　日 時　　間 場　　 所 担 当 相 談 医

９月１日 金 13:00 ～ 14:00 高岡市医師会 宮島　久仁

９月20日 水 13:00 ～ 14:00 高岡市医師会 杉森　成実

　高岡地域産業保健センターでは、平成 29 年９月は下記のとおり活動を行います。
　高岡市医師会で行う健康相談は予約制です。働く人への周知方ご協力をお願いいたします。

１　健康相談

２　個別訪問産業保健指導（職場巡視）

実　施　日 時　間 事業内容 担 当 相 談 医

９月７日 木 13:00 ～ 仏具置物 林　　治朗

９月13日 水 13:00 ～ 機械器具製造業 五十 　豊

９月14日 木 13:00 ～ 銅合金鋳造業
白川　尚哉
蓑　　毅峰

９月21日 木 13:00 ～ 食品製造業
坪田　　聡
土肥　善郎

９月27日 水 13:00 ～ コンビニエンスストア本部 松本　正光

９月28日 木 13:00 ～ 建設機械器具リース・レンタル等 和田美知子

訪問看護ステーションだより 担当理事　吉田耕司郎

訪問看護ステーションです。お盆の時期です。

訪問の日程調整が必要なので「お盆に予定はありますか？」と訪問先で聞くと…

Aさんの介護者「なあん、墓参りするだけ。ばあちゃんは寝たきりだし、一人で留守番させとく。」

Bさん本人「墓参りに行きたい。でも、お墓の周りがでこぼこで危ないの。平らな所でもフラフラなのに、

転んだらピーポーピーポーだわ、まあ、なんとかなると思う。（幸運を祈ります）」

Cさん本人「親戚中集まって、朝から飲み会、ご馳走！！（週３回透析なんだけど…）」

Dさん本人「娘が孫を連れて来るらしいけど、いつ来るのか連絡もない。（連絡してみたら？）」

Eさんの介護者「全く予定はない。子供たちも帰って来ない。いつもと同じ。（聞いてしまって申し訳ない）」

Fさんの介護者「お盆？きゅうりの馬もナスの牛も作れない。（そんなことしたことがない…）この家に先

祖は帰って来ない。でも看護婦さんはいつも通り来てくれるんでしょ？（はいはい）」

と、さまざまです。

Gさんは、胃癌術後の70歳代男性です。２ヶ月前に退院され、訪問看護は週２回入っています。

定期通院しているのですが、このところ、かなり腹水がたまり、食欲もありません。自宅のお風呂に入る

ことが大好きなのですが、最近はだるくて、入浴できないこともあります。痛みはないのですが、次第に動

けなくなり、家族の不安も増してきました。Gさん本人は、飄 と々しておられ、不安な気持ちを表出されません。

自分の病状をどう受け止めているのか？なかなか本心を聴けずにいるところでした。

今日は病院受診の日でした。18時頃訪問看護ステーションに電話がありました。Gさんの奥さんです。

産業保健だより 担当理事　杉森　成実
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いつも明るく元気なイメージの奥さんですが、今日は、少し低めのトーンです。気を張って、言葉を選びな

がら、絞り出すように話している感じです。

「今日、病院の日だったので、私と娘が一緒についていきました…。」話は続きます。要約すると…

外来で点滴中に、主治医の先生から本人へ直接話がありました。かなり腹水が溜まり、病状が進行して

いると説明されました。本人は無表情で淡 と々聞いておられたようで、実際どう感じていたのか妻もよくわか

らなかったそうです。紙パンツのサイズが小さいからお腹がきついのだ！！と本人は頑張って反論しておられ

たようです。すぐに入院を勧められたようですが、今日は自宅へ帰ると希望されました。その後、娘さんが、

主治医の先生と相談され、お盆の後に入院することに決まったそうです。　

「お父さんは、本当は家にいたいと思っている。でも、娘がとても心配して、私の身体のことも気にかけ

てくれる。先生のおっしゃる通り、一度入院して、元気になってほしいのよ、と娘が言ったらうなずいた。『も

うすぐお盆だから、ご先祖様を迎えて、お見送りしたら、入院するよ。』と言った。腹水が楽になったら、

また家に帰れるかもしれないね、と皆で話した。お父さんは黙っていた。」と、奥さんはため息。

 Gさんの気持ちは、明日の訪問で、ゆっくり聴けたらいいなあ。

そして、奥さんの気持ちも、別室で聴きたいなあ。

さらに奥さん、「お願いがあるの。明日は風呂に入りたいってお父さんが言ってたの。」

「わかりました。体調次第だけど、お風呂に入れるといいですね。看護師がお手伝いしますよ。」

「よかった。じゃあよろしく。」奥さんは少し元気な口調になって電話を切りました。

約25分間の出来事でした。

お盆の間、Gさんとご家族は、ご先祖様を迎えて、どんな話しをされるのでしょうか。

せめて、訪問看護師が緊急でお邪魔しなくてすむように、穏やかなお盆を迎えて欲しいですね。

生きているのが当たり前に感じる日 で々すが、ちょっとここで立ち止まり、ご先祖様に感謝しようかなあ…

と、がらにもなく神妙に想う夜でした。 （文責　野田　美加）

●７月の実績（平成 29 年 7 月 1 日～ 31 日）

4 4
1

2
4

9
12

14
16 14

7

1 1210 0 0

介護保険対象者
医療保険対象者

65歳以上 40～64歳

男　性 ２６名 ２名 １０名

女　性 ４７名 ２名 １３名

合　計 ７３名 ４名 ２３名

訪問回数

介護 ４２４回

医療　　１７０回

合計 ５９４回

       合計　100 名（重複１名）
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病診連携室

Ǳɴ˂ʡʽ病ࣂɁҟႊလȾȷȗȹ

ǱɟɦȤȗʗʍʒҟႊ࿡มȾȷȗȹ

高 岡 市 民 病 院 ４月 ５月 ６月 ７月

カルテ参照登録患者数 15 名 9 名 15 名 29 名

予 約 患 者 数 19 名 19 名 15 名 22 名

４月 ５月 ６月 ７月

高 岡 市 民 病 院 3.3% 0.0% 0.0% 0.0%

厚 生 連 高 岡 病 院 41.7% 51.0% 29.7% 21.6%

済 生 会 高 岡 病 院 14.6% 17.5% 17.5% 20.8%

JCHO 高岡ふしき病院 99.0% 66.0% 57.0% 62.0%

厚 生 連 高 岡 病 院 ４月 ５月 ６月 ７月

カルテ参照登録患者数 23 名 17 名 15 名 15 名

予 約 患 者 数 45 名 36 名 59 名 75 名

済 生 会 高 岡 病 院 ４月 ５月 ６月 ７月

カルテ参照登録患者数 9名 14 名 10 名 6 名

予 約 患 者 数 8名 5名 13 名 13 名

地域保健だより 担当理事　酒井　　成

ǱᴶఌɁڒ٥ίϧˁԗჵ̜ഈɋɁԦӌȾȷȗȹ

・母子保健事業

内　　容 実施日
出　向　医　師　名

小　児　科 整形外科

３か月児健診
９月７日（木） 辻　　　春　江 宮　崎　あゆみ 佐　伯　次　登

９月21日（木） 窪　田　博　道 吉　田　礼　子 厚生連高岡病院

１歳６か月児健診

９月５日（火） 上　勢　敬一郎 新　澤　　　隆

９月12日（火） 今　村　博　明 小　栗　絢　子

９月19日（火） 斉　藤　悠紀子 淵　澤　竜　也

３歳児健診

９月６日（水） 徳　田　成　実 和　田　直　樹

９月13日（水） 西　村　暢　子 深　島　丘　也

９月20日（水） 清　水　道　郎 辻　　　隆　男

幼児保健相談 ９月８日（金） 行　枝　貴　子
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高岡市急患医療センターだより 担当理事　泉　　祥子

·ఌɁপᐐୣɁ࿡มȾȷȗȹ

７月に入ってから、手足口病の報告数が徐々に増加して、平成29年第30週（７月24日～30日）には、

高岡厚生センター管内の報告数が定点医療機関あたり17.88人となりました。これは、2015年の大流

行を上回る勢いであり、当センターでの小児科患者も急増するのではないかと予想しておりました。

しかしながら、７月の患者数は、2,039人（前年度比126人減）となり、小児科患者数も892人（前年度

比135人減）と大幅に減少し、予想外の結果となりました。なお、４月から７月までの累計患者数は8,386

人となり、前年度比３人増とほぼ横ばい状態でありました。 （文責　作道　　篤）

஽ᩖ࢛ҝՙᜱপᐐୣ

ఌҝՙᜱপᐐୣɁ૜ሉ

平成 29 年７月（単位：人） 

（単位：人）

0
500
1,000
1,500
2,000
2,500
3,000
3,500
4,000
4,500

321121110987654

29 年度
28年度
27年度
26年度
25年度

患者数　人

月

2,072

2,766 

1,509 
2,039 

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 計 年間
前年度比

25 年度 2,109 2,863 1,626 1,902 1,964 1,988 1,559 1,809 2,863 2,788 2,315 2,729 26,515 7.6%

26 年度 2,067 2,721 1,543 1,786 2,102 1,678 1,490 1,994 2,836 4,140 2,148 2,061 26,566 0.2%

27 年度 1,932 2,884 1,518 2,043 2,115 2,223 1,656 1,919 2,272 2,575 2,774 2,763 26,674 0.4%

28 年度 2,082 2,533 1,603 2,165 2,243 1,934 2,028 1,988 3,648 3,655 2,498 1,856 28,233 5.8%

29 年度 2,072 2,766 1,509 2,039 8,386 ―

内
　

訳

内　科 760 971 454 592 2,777 

小児科 880 1,183 644 892 3,599 

外　科 432 612 411 555 2,010 

月別

時
間
帯
別

内　科 小児科 外　科 合　計 転送患者数

初診 再診 計 初診 再診 計 初診 再診 計 初診 再診 計
二次病院 他院

診療科 本人 救急車

29年度

７月

午前 98 1 99 171 12 183 86 4 90 355 17 372 内 47 4 3 

午後 107 1 108 133 11 144 80 2 82 320 14 334 小 15 1 0 

夜間 377 8 385 540 25 565 378 5 383 1,295 38 1,333 外 16 0 13 

合計 582 10 592 844 48 892 544 11 555 1,970 69 2,039 合計 78 5 16 

29年度

4～7月

午前 527 16 543 629 38 667 302 24 326 1,458 78 1,536 内 143 13 10 

午後 485 12 497 626 38 664 336 17 353 1,447 67 1,514 小 67 4 3 

夜間 1,700 37 1,737 2,126 142 2,268 1,301 30 1,331 5,127 209 5,336 外 64 3 46 

合計 2,712 65 2,777 3,381 218 3,599 1,939 71 2,010 8,032 354 8,386 合計 274 20 59 

28年度

4～7月

午前 500 10 510 663 33 696 265 19 284 1,428 62 1,490 内 149 13 27 

午後 441 12 453 571 26 597 376 11 387 1,388 49 1,437 小 54 1 5 

夜間 1,815 46 1,861 2,166 128 2,294 1,277 24 1,301 5,258 198 5,456 外 54 1 32 

合計 2,756 68 2,824 3,400 187 3,587 1,918 54 1,972 8,074 309 8,383 合計 257 15 64 
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寄 稿 対馬・壱岐への旅　パート１

ǽ᥿ǽᏲǽᅺޥ᥿юᇼԗ᪋ǽޥ

海を隔てて朝鮮半島と向き合う国境の島「対

馬」。福岡空港から対馬空港まで約40分、博多

港から高速船で２時間（約132km）、韓国釜山ま

で約50kmと近く、古来、外交・軍事の要地だっ

たこの島は、独自の歴史、文化を育んできた。

又、東西を対馬海流が流れ平地が少なく、島の

約９割が山地で各地に原生林が残されている。

サル・クマ・キツネ・タヌキ・ウサギ・リスなど本

土の普通種の動物は１匹も生息しておらず、代

わりに、ツシマヤマネコ、ツシマテンなど特有

の動物が生息して独特の生態系が築かれてい

る。又、渡り鳥の中継地として種々の鳥が見ら

れるため観鳥のために訪れる人も多いようだ。

海岸線は、山が迫り急な斜面になった磯の

浜。天然の良港が多く、四季を通じて豊な漁場

に恵まれている。地図でみる通り海岸は深く

内部に入り込み、小さな島も多く、高所（展望

台）から見る景色はまさに絶景というに相応し

く、いくら眺めていても飽きない。

一方「壱岐島」にある国指定特別史跡の"原

の辻遺跡"は弥生時代から古墳時代初め「今か

ら約2200年前から1650年前」に栄えた国内を代

表する環濠集落跡。中国の歴史書「三国志」の

中の「魏志倭人伝」に壱岐島は「一支国」として

登場し、弥生時代における最先端の交易拠点と

して重要な役割を果たしていた。

島内には480箇所以上の周知の遺跡があり、

その数は長崎県全体の周知された遺跡の約

13％を占めているという。これらの遺跡から

は、壱岐の定住のさきがけとなった縄文時代の

遺跡から、元寇・鯨組に関する中近世の遺跡ま

で、通史的に歴史をしることができる。

歴史に少々うとい（疎い）小生だが、今回の４

日間（対馬２日間、壱岐２日間）はまさに歴史

漬け、殊に古代史～中世・近現代まで息つく暇

もなく、走り、歩き廻った旅だった。観光タク

シーの運転士さんの博学、説明の上手さもあ

り、よい勉強ができた。特筆すべきは快晴に恵

まれたことだった。

１日目　５/１
伏木 ６:26発 → 高岡 → 小松 → 小松空港 

９:20 → 福岡空港 11:25 → 対馬空港 12:05着

対馬観光（午後 観光タクシー５時間）

２日目　５/２
対馬観光（観光タクシー８時間）

３日目　５/３
厳
いづはら

原港（対馬）６:45 → 芦部港（壱岐）７:50　

壱岐島観光（午前・午後 観光タクシー７時間）

４日目　５/４
壱岐島観光（午前 観光タクシー４時間） → 

芦部港 14:10（ジェットホイル） → 博多港 

15:15 → 福岡空港 17:50 → 小松空港 19:10 

→ 小松 20:03 → 高岡 → 伏木 21:44着 

�ରഅ�
・長崎県立対馬歴史民族資料館（厳原郷土資料

館）は改築中のため見学不能・お船江跡・国分寺

跡山門・城山・金田城跡・塩竃神社・太
ふと

祝
のり

詞
と

神社・

伝教大師入党着船之地・志賀神社・銀山神社・宗

助国公太刀塚・宗助国公お胴塚・法清寺・元寇の

古戦場（佐須浦）・小茂田濱神社・椎根の石屋根・

銀山上神社・安徳天皇御陵墓参考地・美女塚・ナ

ンジャモンジャの花（ヒトツパタゴ）・対馬最南

端の岬（灯台）・神功皇后由縁の石・豆
つ つ

酘多
た く ず

久頭

魂
だま

神社・赤米神田（赤米生産地）・鮎もどし・万

松院・八幡宮神社・宇
う

奴
ぬ

刀
と

神社・小船越・西の漕

手（越出）・梅林寺・円通寺・露兵上陸地（ナヒモ

フ号の砲身など）。琴
きん

の大イチョウ・豊御鎮座

三神社・豊砲台跡・烏帽子岳展望所・和多都美神

社・対馬野生動物保護センター

�ұذ�
・弘安の役跡地・元寇の碇

いかり

石、のろし跡・月読神

社・古墳群へ（鬼の窟
いわや

）・双
そう

六
ろく

古墳（前方後円墳）・

掛木古墳・百合畑古墳群（円墳）笹塚古墳・カラ

カミ神社（香良加美神社）・金蔵寺・平景隆の墓

（文永の役）、新古戦場・四人塚・新城神社・中津

神社・須和大社・曽良の句碑・勝本城跡・聖母宮・
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蒙古襲来の地（上陸）・馬蹄石・天ヶ原遺跡・イル

カショウ・六郎瀬鼻・梅屋トクゆかりの地・松崎

遺跡・猿岩・里浜海水浴場・東風石・爾自神社・天

手長男神社・車出遺跡・天手長比売神社跡・春一

番の塔・亀丘城跡・円光寺・金谷寺・住吉神社・安

国寺・原の辻遺跡・一支国博物館・大塚山古墳・

松永記念館・印通寺浦・雪
ゆきのむらじ

連宅満の墓・大浜海

岸・烏帽子岳頂上・壱岐神社・碇
いかり

石、煙
のろ

台
し

跡。四

人塚・千人塚・黒崎砲台跡・中本寺（安国禅寺）

以上のように各島で余りにも多くの遺跡、社

寺を廻ったので、その中の数カ所を記したい。

なお、各社寺の宝物は各々の社寺にはなく、博

物館に委託されて展示をされているとのこと

（仏像が窃盗されてより。）

一支国博物館ではムンクの叫びに似ている

と評判の「人面石」が展示されていた。今回の

旅で感じたのは、島全体が遺跡のように思え、

特に古寺、古社の数の多さ、そして壱岐の古墳

群のすばらしさに感服した次第。２世紀から

５～６世紀にかけての遺跡、蒙古襲来で壱岐の

地に刻まれた壮大な戦国ドラマに心打たれた

次第です。

1274年蒙古軍と高麗軍の連合軍である元軍

（文永の役）を、1281年に対馬を襲った蒙古東

路軍（弘安の役）を迎え撃ち、守備隊と部落の

子供・女子を含めて蹂躙され、全滅した事件の

その場（湾内が軍船で埋まる）、上陸した地、そ

して戦闘した地を直接見学することができた

こと、守護代の任に当たった宗
そう

資
すけ

国
くに

を祀った

小茂田浜神社、資国の首塚、胴塚を見ることが

でき、又、文永の役で元軍は勝本の北西海岸に

上陸し、守護代の居館の地、新庄（城）をめざし

た。守護代の平景隆を中心に100騎が元軍を迎

え撃ち、各地で戦ったが、ついに全滅した。文

永の役の古戦場を特定するのは難しく、現在新

城の地に千人塚、新城神社、平景隆の墓などを

まとめて「文永の役新城古戦場」の石碑をたて

ている。

ʲରഅʳ
͓ધߐ੻
厳
いづ

原
はら

港 の 南

端、久
く

田
た

の入江

に宗氏の御用

船の港があっ

た。寛文年間（1661～73年）に造成された４つ

の突提と５つのドックの石積みが美しい。

ۚా৓੻　ʮ͔Ͷͨͷ͖ʯ
660年百済が

唐・新羅の連合

軍によって滅

ぼ さ れ、百済

はヤマト政権

に援軍を求め

た。ヤマト政

権は援軍を半島

に送ったが、663年、日本・百済連合軍は唐・新

羅連合軍に"白村江"で敗れた。この戦いのの

ち、大陸からの侵略を恐れたヤマト政権は翌

年対馬、壱岐、筑紫などに烽
とぶ

火
ひ

や防
さき

人
もり

をおき、

筑紫には水
みず

城
き

を築いた。さらに翌年には筑紫

に２城を築き、607年に大和、讃岐そして対馬

に朝鮮式山
やま

城
じろ

を築いたとされる。城
き

という名

称から「かねたのき」ともいう。

ଠ
ㆵㆨ

ॕ
ㆮ ㇊ ㆨ

ਆࣾࢺ

ਆࣾࢁۜ

फޚެࠃࢿ಑௩

͓ધߐ੻

ۚా৓੻ͷԕ๬

ଠॕࢺਆࣾԞ఼
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খໜా඿ਆࣾͱݩሓͷ໾ݹઓ৔
佐須川 の 西

水道（朝鮮海峡）

に注ぐ佐須浦

の 小茂田浜 に

小茂田浜神社

がある。13世紀

後半に元のフ

ビライ・ハンが

日本侵略のため軍を派遣してきた。２度の来

寇は対馬から北部九州を戦場とし、日本の武士

たちは奮闘したが、圧倒的な火力と集団戦法に

より凄惨な様相を呈した。この２度の襲来を

元寇というが、1274（文永11）年、元、高麗連合

軍が対馬を襲った文永の役の際、対馬の守護代

として戦い戦死したのが宗資国である。近く

に資国の首塚と胴塚が建てられている。

௣ࠜͷੴ԰ࠜ
平板状 の 石

で屋根を葺い

た珍しい建物。

対馬でしか見

られないもの

で高床式の倉

庫とのこと。

ਆ্ࣾࢁۜ
久根田舎の静

かな、ゆったり

と時が流れてい

る様な地にある

（対馬の苔寺と

いわれている）。

祭神は諸
もろくろかみ

黒神。

相殿、 安徳天

皇。近くに安徳天皇御陵参考地がある。

ඒঁ௩
豆
つ

酘
つ

に 生 ま

れた美しい村

娘（ 鶴王御前 ）

にまつわる悲

しい伝説の碑。

才色兼備 の 娘

が宮廷の采
うね

女
め

として召されたが、親を残すことを憂い、故郷

が見えなくなるこの地で自害したという。

ଟ
㆟

ٱ
ㆎ

಄
㆚

ࠢ
ㆠㆾ

ਆࣾ
龍
たて

良
ら

山 を 遙

拝する豆酘の

古社で、境内に

名
めい

神
しん

大社・高
たか

御
み

魂
むすび

神社があり、

拝殿裏にはク

スノキの巨木

あり。対馬の民

間信仰である

天道信仰 と 習

合された。「延

喜式」にも記さ

れた古い神社。

この神社では

旧正月 の10日

ごろに「神
かみ

渡
わたり

の

儀式」が行われ

る。その年に収穫された"赤
あか

米
ごめ

"をあがめ、地

区の中で役を受けた家で１年間本座（座敷）の

天井に米俵（神俵という）を奉納し、この日に新

しい役の家に種籾を引きつぐという儀式であ

る。今でも地区の神田には特別に赤米が植え

られている。

なお「多久頭魂神社の梵鐘」は国指定重文。

総高98.5cm、火焔宝珠の竜頭に、鐘身は上帯無

衣、下帯は唐草文乳を四段四列に配し、池の間

に刻銘がある。この銘文により、寛弘５（1008）

年初鋳。

҂΋Ͳࣗ͠વެԂ
今も美しい自

然を残し、「国

定公園」の中で

も 特別保護地

区に指定され

ている。その盆

地内を西に向

かって流れる

清流「瀨川」の

景観を生かした公園で、川全体が自然の花崗岩

で覆われており、全国でも珍しい景観である。

௣ࠜͷੴ԰ࠜ

ਆ্ࣾࢁۜ

ඒঁ௩

ଟٱ಄ࠢਆࣾ

ଟٱ಄ࠢਆࣾ

খໜా඿ਆࣾ

҂΋Ͳࣗ͠વެԂ
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φϯδϟϞϯδϟʢώτπόλΰʣ
国 の 天然記

念物になって

いる。特に対馬

北端顎浦 の 群

生地では５月

頃に満開とな

る。この木は世

話をやくと育

たないとのこ

と だ。肥料 は

やらない、剪定

をしないなど、

懶
ものぐさ

のものには

かっこうの樹

木だろう。

ສদӃͱۚچੴ৓ఉԂ
日本三大墓

所の一つ。対馬

藩主宗家 の 墓

所。「百雁木」と

呼ばれる石段

が幽玄な雰囲

気を醸し出し

ている。万松院

には江戸時代、宗義成が父義智（宗家19代）初代

藩主の没後に創建した松音寺（臨済宗のち天台

宗に転宗）を、1647（正保４）年に移建したもの。

正面の山門は、桃山時代の様式を伝える建造物

で、本堂には徳川将軍の歴代の位牌が安置され

ている。これは朝鮮通信使来聘の際、国事を対

馬藩がとり行っていることによる威信とされ

る。本尊の十一面観音のほか、朝鮮から送られ

た青銅の三具足や高麗仏などを所蔵している。

対馬藩主宗家墓所（国史跡）には、19代から33代

に至る歴代藩主

と正室が祀られ

ている。山門の

手前には宗家の

居館であった金

石城の石垣など

が残っている。

旧金石城庭園は

国指定の名勝文化財庭園として公開されてい

る。

ീ഼ٶਆࣾ

࿨ଟ౎ඒਆࣾ
10世紀 に 書

か れ た「 延喜

式」の神名帳に

その名が現れ

ていて、彦
ひこ

火
ほ

火
ほ

出
で

見
みの

尊
みこと

と豊玉

姫命
みこと

を祭神と

し、海幸、山幸

の神話にまつわる伝説が残っている。神社正

面の海中には２つの鳥居がたち、本殿に至る所

にも鳥居が並び、満潮の時には本殿近くまで海

水が見られ鳥居は海中に建つように見えると

のこと。海神を祀る神社は対馬には数多いが、

その中でももっとも著名な神社である。

ສদӃɹே઱Ԧ͔ΒૹΒΕͨࡾ۩଍

ສদӃɹࢀಓʢඦأ໦ʣ
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境内 に は 珍

しい形の（三角

形をなす）鳥居

（？）がみられ、

又、豊玉姫の墳

墓もみられる。

ରഅ໺ௗੜ෺อޢηϯλʔ
対馬 の 西北

端に近い、棹崎

公園内 に1997

年に開館した

環境省 の 野生

生物保護施設。

野生生物 の 保

護、増殖を目的

とした研究を

行っている。推定生息数は80～110頭で絶滅の

危機に瀕するツシマヤマネコ。約10万年前に

は当時陸続きだった大陸から渡ってきたと考

えられ、ベンガルヤマネコの亜種とされてお

り、極東アジアに生息するアムールヤマネコと

は非常に近縁な関係にある。1971年国の天然

記念物に指定された。額から頭の後ろまで続

く縞模様と小さく丸い耳。耳の後ろの「虎耳状

斑」という白い模様、尾は太く長い。胴長短足。

体にぼんやりとした斑点などが特徴である。

ల๬ॴࠃؖ
対馬北端の国境に最も近い展望所。韓国ま

でわずか約50km。気象条件がよければ釜山市

の建物の輪郭まで見ることができるとのこと

だが、当日は少々靄がかかり小生の目（老眼、

白内障等）には判明せず。運転士さんは見える

見えると言うが、何かあるように見える程度で

あった。

࿐ฌ্཮஍ͱφώϞϑ߸ͷ๒਎
明治38（1905）

年 ５ 月27日日

本海（ 対馬沖 ）

海戦が行われ

た。翌日沈みゆ

くロシア装甲

艦アドミナル・

ナヒモフ号か

らボート３隻

で脱出した99

名はこの地に

上陸した。

೔࿐༑޷ͷٰ
日本海海戦

100周年を記念

し、2005 年 に

建設されたレ

リーフ。日本と

ロシアの戦い

で日本が勝利

した時、負傷し

たロシアの水兵たちを井戸に案内し、夜は民家

へ分宿させるなど、敵味方も関係なく手厚く看

護してもてなした。

ʦߟࢀॻʧ
ɾ௕࡚ݝͷྺࢄ࢙า�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜࢁ઒ग़൛ࣾ
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ɾରഅϒοΫ　7PM̏� ʜʜʜʜʜʜʜʜʜରഅࣸਅޫ؍ΨΠυ
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お気軽にご照会ください。
お待ちしております。

7月18日 済生会高岡病院病診連携システム運営委
員会・症例検討会

19日 高岡市民病院・医師会合同症例カンファレ
ンス
肺がん検診読影会

21日 認知症高齢者の運転免許等に関する診断
書説明会
定例会

23日 高岡医師グリーン会
24日 公的病院との連絡協議会
25日 フィルムカンファレンス

がん検診委員会

26日 理事会
肺がん検診読影会

28日 会員・従業員福祉委員会
31日 役員引継会

8月1日 介護保険・主治医研修会打ち合わせ
2日 肺がん検診読影会
3日 在宅医療連携会
4日 急患医療センター管理運営小委員会
8日 JCHO高岡ふしき病院症例カンファレンス
9日 肺がん検診読影会
10日 診療報酬明細書受付締切
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先日の某経済新聞の社説に「ITで医療・介護を抜本改革せよ」という内容の記事

が掲載されました。高齢化で膨らむ日本の医療・介護費をIT（情報技術）を用いて削

減せよ、との主張でした。データベースに未処理のままたまっているレセプト情報解

析の推進や、レセプト審査にAI（人工知能）を導入しようとする厚労省の方針を評価し、

さらには中医協での診療報酬の改定（削減）にも生かすように、とのことです。経済界

ご用達新聞ですから社会保障業界が目の敵にされるのはいつものことですが、AIなど導入されて真っ

先に職を失うのは、「公平・中立で正確なニュース」を扱う新聞記者さんじゃないのかなあ……。

あっ、そういえば当医師会も今年度からIT委員会と広報委員会が分かれたんだっけ。AIに負けな

いように頑張りますので、当会報もずっと存続させてくださいませ。 	 （T.Y）
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